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多数の近傍を用いた実数値型確率モデルGAの提案
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1. アブストラクト

遺伝的アルゴリズム（Genetic Algorithms：GA）やシミュレーテッドアニーリング（Simulated Annealing：SA）

などに代表される進化的最適化手法は，対象問題が複雑であっても良い解を導くことが可能とされている．しか

し，局所解が多数存在するような多峰性の問題の場合，解探索途中に探索点が局所解に陥るとその局所解から

抜け出すことは困難である．このような現象を避けるため，探索範囲を分割する生得分離モデル (1)，適応的に

近傍を増減する Adaptive SA(2)，解集合の多様性が異なる層を複数利用する階層型インポータンスサンプリング
(3) などが提案されている．

本研究では，多数の近傍を用いた実数値型確率モデル GAの提案を行う．本提案手法は，島モデル GA(4) のよ

うに複数の島を持ち，その各島において確率モデルを構築し，子個体の生成を行う．子個体の生成には，全個体

の中で良好な個体を複数選択し，それらの統計情報から正規分布を利用した確率モデルを各島で構築する．こ

こで，その確率モデルにおける近傍幅（次世代の解の生成範囲）を各島で変化させる．近傍幅の大きい島の役割

は，探索点が局所解に陥った場合，その局所解から抜け出す可能性を残すためであり，近傍幅の小さい島の役割

は，局所的な探索を進めるためである．また，各島での確率モデル構築時にすべての島の個体を集めるため，近

傍幅の比較的大きな島で良好な個体が見つかった場合，その個体は近傍幅の小さい島の確率モデル構築にも自動

的に用いられる．提案手法を用いることで，優れた解探索性能を維持したまま局所解に陥らない解探索を行え

ることが期待できる．提案手法の概念図を図 1に示す．

図1 提案手法の概念図
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本提案手法と実数値 GAの優れた交叉手法である UNDX(5) を用いた GAとの性能比較を行った．対象問題に

は，多峰性関数である 2次元 Rastrigin関数（図 2左）と 2次元 Schwefel関数（図 2右）を用いた．本提案手法の

パラメータは島数，各島における生成個体数，最小近傍幅のみであり（なお最大近傍幅は設計変数値の最大値で

ある），それぞれ 32，16，1.0−6 とした．UNDXのパラメータは文献 (5) を参考にし，生成個体数 300，交叉回数

100回，α = 0.5，β = 0.35とした．それぞれの結果を図 3に示す．なお結果は 10試行の平均値である．

図2 対象問題の外形

図3 提案手法と UNDXの結果

図 3の結果より，本提案手法は優れた解探索性能を示すことがわかる．

今後の課題として，(1) 他の探索問題に適用し，提案モデルのパラメータと対象問題との関係ついて調べる，

(2)設計変数間に依存関係のある問題に対応できる確率モデルを本提案手法に組み込む，(3)他の確率モデル手

法との比較を行う，などが挙げられる．
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